
Value Report 2022 発行にあたって

ー企業は人の集団である。その中の個人それぞれが「人間愛」を実践す

れば、苦楽を共にする運命協同体が形成されるとともに、労使対⽴のない

全員参加の活⼒ある経営が実現し、企業発展の原動⼒となる。また、協⼒

⼯事店あるいは取引先との間に「人間愛」があれば、温かい共存共栄の実

が結び、企業基盤の充実がもたらされるであろう。ー

　積水ハウスグループの歴史の中で培ってきたコアコンピタンス（技術⼒・

施⼯⼒・顧客基盤）は私たちの誇りであり、企業活動の源泉でもあります。

　積水ハウスグループは創業以来、常に時代を⾒据え、先進的な技術の

研究・開発、これを実現し会社を支える人財を育成し、お客様や社会のニー

ズに対応し続けてきました。

　「わが家」を世界一幸せな場所にするー積水ハウスグループのグロー

バルビジョンは、すべてのステークホルダーの皆様に向けた、未来へ通ず

る大きな約束です。このビジョンの具現化のために、積水ハウスグループ

一丸となって、持続可能な企業として企業価値向上に努め、「人⽣100年

時代の幸せ」を提供し続けてまいります。

本レポートを発⾏するにあたり、積水ハウスグループを事業・財務・非財

務の視点から語り、ステークホルダーの皆様と対話したいーそんな想い

を込めて、本レポートを「Value Report  2022ーOur Engagement」と

名づけました。

私たちの想いがステークホルダーの皆様の心に届けば幸いです。

コミュニケーションの全体像

報告対象範囲
積水ハウス株式会社および連結子会社

報告対象期間
2021年2月1日～2022年1月31日 
一部内容に当該期間以前・以後の情報も含みます。

参照ガイドライン
• �国際統合報告評議会（IIRC）「国際統合報告フレームワーク」
• 経済産業省「価値協創ガイダンス」
• 環境省「環境報告ガイドライン2018年版」
• �国際標準化機構「ISO26000」（社会的責任に関する国際規格）
• �「気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD）最終報告書」

財務情報

対話
●  決算発表・経営計画説明会
●  機関投資家・アナリストとのミーティング
●  株主総会

●  有価証券報告書
●  BUSINESS

REPORT
（事業報告書）

●  コーポレート・ 
ガバナンス報告書

株主・投資家向け情報 サステナビリティ・ESG経営情報

●  ESG経営説明会
● ステークホルダーミーティング

報告書

WEB

非財務情報

●  Value Report（統合報告書）
従来の「統合報告書」と「サステナ
ビリティレポート」を融合させ、
新たな方式で財務・非財務情報
と豊富なデータの開示により企
業価値について言及した情報開
示ツール
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編集方針
本レポートは、積水ハウスのコーポレートストーリーを紐解き、
マテリアリティ特定のプロセスから積水ハウスグループの企業価
値、存在意義をご理解いただくとともに、価値創造プロセスを通
じて、積水ハウスグループの目指す姿を明確に示し、事業や取り
組みをご理解いただくことを第一の目的に編集しています。

機関投資家・株主をはじめとする、あらゆるステークホルダーの
皆様に向けて、豊富なESG情報を網羅するために、従来発行し
ていた「統合報告書」と「サステナビリティレポート」を融合させ、
本レポート1つで当社の事業・財務・非財務の視点から企業価
値を語るという新たな試みのもと、制作しています。

〈将来の見通しに関する注意事項〉
本レポートにおける業績予測などの将来に関する記述は、制作

時点で入手可能な情報に基づき当社が判断した予想であり、潜

在的なリスクや不確実性その他の要因が内包されています。した

がって、さまざまな要因の変化により、実際の業績は見通しと大

きく異なる可能性があることをご承知おきください。

本レポートの使い方（WEB版）
ページ間を移動しやすいよう、 
各ページにナビゲーションボタンを設けています。

目次に戻ります

前のページに戻ります

次のページに進みます

外部サイトに移動します

本レポート内の関連するページに移動します
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